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プレスリリース 
 

インフォシス、ダイムラー社の欧州データセンター向け戦略的

パートナーに選ばれる 
 

2014年 7月 22日（シュトゥットガルトとバンガロール）：コンサルティング、テクノロジー、アウトソーシングのグローバル

・リーダーである インフォシスは、e-コラボレーションおよびミドルウェア・サービスの提供やデータセンター運用管理など

、インフラストラクチャ・サービスとデータセンターの管理に関する複数年契約をダイムラー社と締結しました。 

新規パートナーシップの特徴： 

 インフォシスは、自動車メーカーの欧州データセンターの運用の引継ぎ* を無事完了しました。 

 インフォシスは、データセンターの運用とセービス提供の標準化について、ベストプラクティスの導入と継続的

改善を支援します。 

 今回のコラボレーションは、セキュアなクラウド技術を使ってデータセンターの最適化を図る際の基盤作りと

なります。 

 本サービスは、バンガロール（インド）にあるダイムラー社エンタープライズ運用オフィスから提供されます。 

*今回の契約は 2013年度第 2四半期に締結されました。引継ぎは既に完了し、定常状態運用は 2014年度

第 1四半期に開始済みです。 

コメント 

Ruchir Budhwar （インフォシス・アソシエイト・バイス・プレジデント兼欧州自動車事業部責任者）： 

「自動車メーカーは、急激に変化する市場の需要やお客様の要求に対応するため、自社の基幹テクノロジーの見

直しを図り、管理可能なコストで混乱をきたさずに、こうした変化に迅速に対応するためのソリューションを探していま

す。つまり、企業が低コストでダウンタイムなしで、こうした変化に迅速に対応することを実現するソリューションです。

インフォシスは、設備の革新・変革という共有ビジョンに従って、日常的なデータセンター運用を管理します。今回の

プロジェクトは、大規模インフラ・プログラム管理における当社の専門技術を活用できる機会であるとともに、当社の

自動車業界に対する戦略的・重点的な取り組みを強化し、ドイツ市場でのプレゼンスを大幅に拡大するものです。

」 

インフォシスについて 

インフォシスはビジネス コンサルティング、テクノロジー ソリューション、アウトソーシング ソリューションのグローバル リーダ

ーです。当社は 30 か国以上の国々のお客様が最新のビジネス トレンドよりも一歩先を進み、競合他社をしのぐ活

躍ができるように支援を提供します。また、戦略的インサイトと卓越した実行力を融合させた革新的なソリューション

を共同創造することで、お客様が移り変わりの激しい世界に対応し、成長できるようにサポートします。 

www.infosys.com を訪れ、年商 82.5億ドル、従業員数 16万人以上のインフォシス（NYSE: INFY）が今日ど

のように未来企業を構築しているかお確かめください。 

 

セーフハーバー条項

本リリースに掲載されている報告書の一部は、1995 年私募証券訴訟改革法の「セーフハーバー」条項の適用を意

図した当社の将来的な成長を予測するものであり、多くのリスクや不確定要素が介在しているため、実績と大きく

異なる場合があります。このようなリスクと不確定要素には、収益や外国為替相場の変動、当社の成長管理能力、

費用効率に影響する可能性のある IT  サービス分野における競争の激化、インドにおける人件費の高騰、高い技

能をもつ専門的な人材を確保する当社の能力、固定価格・固定時間による契約における時間や経費の超過、

顧客の集中化、出入国制限、業界セグメントの集中化、国際業務を管理する当社の能力、当社の主力分野で
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 あるテクノロジーの需要低下、通信ネットワークの崩壊あるいはシステムの故障、企業買収を成功させる当社の能

力、当社サービス契約に対する損害賠償責任、戦略投資した企業の業績、政府援助の打ち切り、政治不安お

よび地域紛争、インド国外での増資・企業買収に対する法的制限、当社知的所有権の不正使用、この業界に

影響を与える経済情勢などが考えられます。当社の将来的な業績に影響すると思われるその他リスクについては、

2012 年会計年度（2013 年 3 月 31 日付）年次報告書（Form 20-F）と 2013 年第 3 四半期（2013 年 10 月－

12 月期）（Form 6-K）を含め、米国証券取引委員会へ提出された当社報告書に詳細に記載されています。これ

らの報告書は、www.sec.gov でご覧いただけます。インフォシスは、米国証券取引委員会や当社株主への報告

書など、書面および口頭により将来の展望を適宜発表する場合があります。また、ここに記載された将来の展望は、

冒頭に記載された本プレス リリースの日付時点において妥当と思われる想定に基づいていることをご了承ください。

当社は、法律により義務付けられている場合を除き、随時発表する将来の展望について更新する義務を負わな

いものとします。 
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